
手順書

※解説がオプションプログラムの内容である場合が
あります。ご了承ください。

Mercury-LAVISの管理者ツール、管理プログラム、
事務支援、公図CAD、地籍計算・CADの手順を
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 D工程 地籍計算CAD-基準点測量
 E1工程 事務支援-調査前
 E1工程 公図CAD-調査前、立会
 E1工程 調査図CAD-調査素図
 E2工程 事務支援-調査後
 E2工程 公図CAD-調査後
 E2工程 調査図CAD-調査図
 F1工程 地籍計算CAD-基準点測量
 F2-1工程 地籍計算CAD-トラバース計算
 F2-2工程 地籍計算CAD-CAD
 G工程 地籍計算CAD-地積測定
 H工程 事務支援-帳票
 工程管理 事務支援-帳票（V3なし）
 窓口処理 地籍計算CAD-地番管理

1 地籍工程とMercury-LAVIS について 
地籍工程のD工程からH工程をMercury-LAVISで行うことができます。 

【地籍調査の作業工程】 

【地籍工程のD工程～H工程に対するMercury-LAVISのプログラム】 
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Mercury-LAVISの全体の流れは下図のようになります。 

地籍図
調査図

公図CAD

調査素図

地図XML

調査図CAD

事務支援

要約書

地籍簿

調査票

地籍計算・
CAD

地積測定測量計算書

SIMAデータ

観測データ 地籍フォーマット
2000

シェープ
ファイル

地籍フォーマット
2000

シェープ
ファイル

地図XML

管理プログラム
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 太郎2 管理者ツール 

2-1 管理者ツールの起動 

管理者ツールを起動し、ユーザーを登録します。 

管理者ツールは、Mercury-LAVISを使用するにあたって最初に起動させるものです。 
管理者データの管理などをおこなうことができます。 

［Mercury-LAVIS 管理者ツール］をダブル
クリックします。 

 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので、［OK］
をクリックします。                     

 
 
 
 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
 

 ［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので、［OK］
をクリックします。  

1 

3 

2 

4 

5 
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 2-2 ログイン 
登録した管理者でログインします。 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
 
［SignIn］をクリックします。          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

ログインユーザーが表示されます。 

2 
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2-3 ユーザー（編集者）の追加 

ユーザー（編集者）を追加します。 

［追加］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユーザー名、権限、パスワードを入力します。 
 

 ［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

ユーザーが追加されます。 

1 

3 
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 太郎3 管理プログラム 

3-1 データ管理プログラムの起動 

管理プログラムを起動し、新規グループ、地区を作成します。 

データ管理プログラムを起動します。 

［Mercury-LAVIS 管理プログラム］をダブル
クリックします。 

 
 
 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
                  
［SignIn］をクリックします。 

                     

1 

2 

管理プログラムでは、地籍調査を行う
地区データを管理します。 

3 
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 3-2 新規グループの作成 
新規グループを作成します。 

［グループ］－［■グループ］－［新規作成］
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 グル－プ名称を入力します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

2 

グループが追加されます。 

1 

3 
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3 
３-3 新規地区の作成 

新規地区を作成します。 
 
［地区］－［■地区］－［新規作成］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 地区名、都道府県、市区町村を入力します。 
［名称からコードを取得］をクリックして、市区
町村コードを取得します。 

 
［OK］をクリックします。 

                     

2 

1 

3 
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4 事務支援 

4-1 事務支援の起動 

事務支援で調査前のデータを読み込み、マスターを構築します。 

事務支援を起動します。 
 
 

1 

2 

 データ管理画面で、地区をダブルクリックします。 
 
［事務支援］をクリックします。 

 事務支援が起動して［初期設定］ダイアログが
表示されます。 
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4-2 調査前データの読み込み 

調査前のデータを読み込みます。 
ここでは「C:\FcApp\Mercury-LAVIS\Sample」フォルダー内の「【サンプル】地図XML.XML」「【サンプル】要約書
CSV.csv」を読み込む例で説明します。 
 
［地図 XML ファイルより、字を読み込む］の 
チェックをオンにして［ファイル：（未選択）］
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 読み込むファイルが保存されているフォルダーを
指定します。 

 

 読み込むファイルのチェックをオンにします。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

［要約書 CSV の読み込み］のチェックをオンに 
して［ファイル：（未選択）］をクリックします。 

 
 
 
 
 

1 

5 

2 

3 

4 
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 読み込むファイルが保存されているフォルダーを
指定します。 

 

 読み込むファイルのチェックをオンにします。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］
をクリックします。 

 
 
 
 
 

9 

10 

 

6 

7 

8 
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 4-3 字マスターの確認 
字マスターを確認します。 

［設定］－［■マスター］－［字］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［大字設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定されている大字を確認します。 
 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

3 

1 

2 

4 
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 確認する字を選択します。 
 

［編集］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大字、字名を確認します。 
 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

7 

5 

6 

8 

9 
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4-4 地目マスターの確認 

地目マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［地目］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地目を確認します。 
 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

［編集］で地目を編集することも
できます。 

1 

3 
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4-5 権利マスターの確認 

権利マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［権利］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 権利を確認します。 
 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 

［編集］で権利を編集することも
できます。 

1 

3 
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4-6 所有者の確認 

所有者の登録内容を一覧で確認します。 
 
［人物］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 所有者の登録内容を一覧で確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

1 
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4-7 共有者の設定 

共有者を設定します。 
 
［人物］－［■人］－［追加（共有者 
グループ）］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
［追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 共有者に設定する人物のチェックを 
オンにします。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 

1 

2 

4 
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［名称自動生成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］
をクリックします。 

 
 
 
 
 

 共有者一覧の先頭の人物名より、 
「〇〇外〇名」という名称が自動生成されます
ので、確認します。 

 

 持分を入力します。 
 

 入力を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 

共有者グループが追加
されます。 

8 

5 

6 

9 
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4-8 調査前データのチェック 

調査前データをチェックします。 
チェック対象項目は、所在、地番、地目、地積です。 

［調査前］－［■チェック］－［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 エラーがないときは、確認のメッセージが表示 
されますので、［OK］をクリックします。        

エラーが検出された場合は 
エラーが検出された場合は、エラー一覧が表示されます。 
エラー項目を選択すると、エラーのある登記情報が赤枠で選択されますので、エラーを修正します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［クリップボード複写］で、チェック結果をクリップボードに複写することもできます。 
エラーの修正を終了したら、再度［入力チェック］をクリックします。 

補足
 

1 

2 



20 

4-9 人物の登録内容のチェック 

人物の登録内容をチェックします。以下の内容がチェックされます。 
●未入力チェック 
「登記氏名」「登記住所」に対し、未入力が無いかをチェックします。 
●人物コードの重複チェック 
「人物コード」に重複が発生していないかをチェックします。 
●共有者チェック 
・共有者に1名しか設定されていないかをチェックします。（1名の場合は、所有者になります。） 
・「持分」に未入力が無いかをチェックします。 
・「持分」に全角文字が使用されていないかをチェックします。 
・「持分」に数字と「/」（スラッシュ）以外が入力されていないかをチェックします。 
・「持分」が「n/m」の形式になっているかをチェックします。 
・「持分」の合計が「1」（100%）になっているかをチェックします。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［人物］－［■チェック］－［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 

 エラーの内容が表示されますので、エラーを 
修正します。 
ここでは登記住所が未入力なので、登記住所
を入力します。 
エラーの修正を終了したら、再度［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

1 
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4-10 相続人の登録 

被相続人からみた続柄を設定します。 
 

 相続人を登録する人物を選択して［相続］
をクリックします。 

 

［続柄設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定されている続柄を確認します。 
 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
             

3 

1 

2 

4 
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相続人を追加します。 
 
［相続人の追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 相続人、相続内容を設定します。 
 

 設定を終了したら［OK］をクリック 
します。 

 
             

2 

相続人が登録されます。 

1 

3 
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 5 公図 CAD 

5-1 公図CADの画面構成 

公図CADについて説明します。 

公図CADの画面構成について説明します。 

［調査前］のコマンドを表示します。 

［街区調査］のコマンドを表示します。 

［調査後］のコマンドを表示します。 

［立会］のコマンドを表示します。 

地番一覧を表示します。地番をダブルクリックして、地番情報を設定することもできます。 

座標一覧を表示します。座標をダブルクリックして、座標情報を設定することもできます。 

図郭一覧を表示します。 

地区のプロットを表示します。 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

リボン（街区調査） 
2 

リボン（調査後） 
3 

リボン（立会） 
4 

リボン（調査前） 

座標リスト 現場プロット 

地番リスト 

図郭リスト 

1 

5 

6 7 8 
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5-2 公図CADの流れ 

公図CADの流れを説明します。 
公図CADでは、以下のような手順で、地図XMLなどの公図から調査素図及び調査図を作成します。 

5-3 公図CADの起動 

公図CADを起動します。 

② 公図の整理（編集、図郭作成、字界作成など） 
②事務支援との連携１（事務支援→公図CAD） 
③調査素図作成 
④立ち会い準備（日程作成、地図作成） 
⑤異動処理（地目変更、境界訂正など） 
⑥事務支援との連携２（公図CAD→事務支援） 
⑦調査図作成 

1 

2 

 データ管理画面で、地区をダブル 
クリックします。 

 
［公図 CAD］をクリックします。 

 公図 CAD が起動します。 
 
 
 
 

 事務支援で読み込みを行った地図 XML 
ファイルがある場合は確認のメッセージが表示 
されますので［はい］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 読み込みが完了すると確認のメッセージが表示
されますので［OK］をクリックします。 

 

3 

4 
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［設定］タブをクリックします。 
 
［マスター］グループ－［大字・字］をクリック 
します。 

 

 大字・字が取り込まれていることを確認します。 
 
［OK］をクリックします。 

 

7 

8 

5 

6 

公図CADが起動して、事務支援で読み込み
を行った地図XMLファイルが取り込まれます。 

大字の名称をクリックすると、
字に名称が表示されます。 

地図XMLに「字」は記載さ
れていない場合があります。 
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5-4 事務支援との連携（事務支援→公図CAD） 

事務支援と地番の状態を一致させます。 

2 ［調査前］タブをクリックします。 
 
［事務支援連携］グループ－［突合検査］
をクリックします。 

 

［調査前の地番］を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［事務支援側なし］をクリックして、突合検査
結果を確認します。 

 
 
 
 
 

［事務支援側のみ］をクリックして、突合検査
結果を確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 確認を終了したら［終了］をクリックします。 
 

3 

4 

5 

6 

7 

1 
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［事務支援連携］グループ－［取込み］－
［地番情報］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 取り込み対象とする事務支援データで「調査
前の地番」を選択します。 

 

 地番一致判定方法で「大字+小字+地番名
で判定」を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 地番情報の取り込みが終了すると、確認の 
メッセージが表示されますので［OK］をクリック
します。 

 
 
 
 

［事務支援連携］グループ－［突合検査］
をクリックします。 

 
 
 
 

［調査前の地番］を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 

8 

12 

13 

14 

15 

9 

10 

 

11 

地図XMLに字がない場合は、
「大字+地番名で判定」を使用
します。 
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［一致］をクリックして検査結果を確認します。 
 
 
 
 
 
 
 

［地目が異なる］をクリックして検査結果を確
認します。 

 
 
 
 
 
［所有者が異なる］をクリックして検査結果を
確認します。 

 
 
 
 
 
 

［事務支援側なし］をクリックして検査結果を
確認します。 

 
 
 
 

［事務支援側のみ］クリックして検査結果を 
確認します。 

 

 確認を終了したら［終了］をクリックします。 
 

16 

17 

18 

19 

20 
 

21
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5-5 調査前ステージ 

公図の位置の調整や、地番の色分けを行い、調査素図を作成する操作を説明します。 

［メイン］グループ－［調査前］をクリック 
します。 

 
［調査前］タブをクリックします。 

 
［データ編集］グループ－［地番］－ 
［移動・回転］をクリックします。 

 

［図郭単位で移動する］のチェックをオンにして 
対象の図郭をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図郭が重なっている場合は［図郭選択］ダイ
アログが表示されます。 
対象の図郭を選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 

 対象の図郭を選択した状態で［確定］を 
クリックします。 

 
 

■移動・回転する 

図郭毎の地番移動を行います。 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 
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8 

10 

 
9 

 モードを選択します。 
ここでは、回転せず移動のみ行います。 
［1点移動］を選択します。 

 
 移動基準点をクリックします。 

 
 移動先をクリックします。 
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 ～  の操作を繰り返し、下図のように 
図郭を移動します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 位置の調整が完了したら、右クリックして 
［中止］をクリックします。 

右クリック 
12 

 

11 
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［表示設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

［色 1］タブをクリックします。 
 

［色分け方法］を選択します。 
ここでは、「地目」を選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 色分けされたことを確認します。 
 
 
 
 

■地番の色分けを設定する 

表示設定で地番の色分けを変更します。 

「015-97」を 

拡大します。 

1 

2 

3 

4 

5 
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［CAD配置］グループ－［調査素図］－
［作成］をクリックします。 

 
 

 作業データ名を入力します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
［図郭］タブをクリックします。 

 

 調査素図を作成する地図番号の［作成］ 
セルをダブルクリックし、「○」を付けます。 

 
 
 
 

■調査素図を作成する 

CADを起動し調査素図を作成します。 

5 

3 

4 

1 

2 

［全選択］［全解除］で「○」をすべて 
付けたり、はずしたりできます。 
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6 

7 

8 

［素図作成条件］をクリックし、設定を確認 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［その他条件］をクリックし、設定を確認 
します。 

 
［作成］をクリックします。 
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 右上の［閉じる］をクリックします。 

 
 
 
 
 
［保持］をクリックします。 

 
 

■調査素図を保存する 

調査素図を保存して閉じます。 
1 

2 
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5-6 立会ステージ 

地図で確認しながら立ち会い計画を入力します。 

 ［メイン］グループ－［立会］をクリック 
します。 

 
 

 カレンダーで日付（ここでは「6/21」）を 
ダブルクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2863」をクリックします。） 

 
 時刻や集合場所などを設定します。 

 
［登録］をクリックします。 

 
 
 
 
 

■日程を登録する（6/21） 

 6月21日の立ち会いの計画を登録します。 
1 

3 

2 

5 

4 
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2 

3 

■日程を登録する（6/22） 

 6月22日の立ち会いの計画を登録します。 

［翌日］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2864-1」をクリックします。） 

 
 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2873」をクリックします。） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 時刻や集合場所などを設定します。 
 
［登録］をクリックします。 

 
 
 

1 

4 

5 
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 同日（6/22）の次の立ち会いを入力します。 
立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2865」をクリックしています。） 

 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2871」をクリックします。） 

 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2866」をクリックします。） 

 

 時刻や集合場所などを設定します。 
 

［登録］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 続けて、同日（6/22）の次の立ち会いを 
入力します。 
立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2867」をクリックします。） 

 
 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2870」をクリックします。） 

 
 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2869」をクリックします。） 

 
 時刻や集合場所などを設定します。 

 
［登録］をクリックします。 

 

6 

7 

8 

11 

12 

13 

 

10 

9 

14 

15 
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■日程を登録する（6/23） 

 6月23日の立ち会いの計画を登録します。 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2874」をクリックします。） 

 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2881」をクリックします。） 

 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2876」をクリックします。） 

 
［翌日］をクリックします。 

 
［登録］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 同日の次の立ち会いを入力します。 
立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2878」をクリックします。） 

 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2879-1」をクリックします。） 

 

 立ち会いを行う地番をクリックします。 
（ここでは「2880」をクリックします。） 

 

 時刻や集合場所などを設定します。 
 

［登録］をクリックします。 
 
 

1 

2 

3 

6 

7 

8 

4 

5 

日付や集合場
所なども設定し
ます。 

10 

9 
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 日付毎に色分けする場合は［表示］グループ－［日付毎］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 カレンダーで指定中の日付内で時間毎に色分けする場合は［表示］グループ－［指定日の時間毎］をクリックします。 
 
 
 
 

■色分けの確認をする 

日付毎・指定日の時間毎を切り替えて確認します。 

11 

 それぞれの立ち会いの計画を完了したら、 
［終了］をクリックします。 

 

6/23 
6/21 

6/22 

1 

6/23 11:30 

6/23 12:30 

2 
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5-7 調査素図を開く 

調査素図を開いて、立ち会い時間で塗り潰す操作を説明します。 

［立会］タブをクリックします。 
 
［メイン］グループ－［立会］をクリックします。 

 
［CAD配置］グループ－［調査素図］－
［開く］をクリックします。 

 
 

 調査素図データの配置済みの図郭を選択 
します。 

 
［OK］をクリックします。 

■調査素図を開く 
作成済みの調査素図を開きます。 

1 

2 
3 

4 

5 
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［最小化］をクリックして、CAD を最小化し 
ます。 

 
 
 
 
［表示］グループ－［地番の色］の［日付
毎］をクリックします。 

 
 
 
 

 タスクバーで CAD を選択して、最小化した 
CAD を表示します。 

 
 

 
 
 
 
 
［汎用作図］タブをクリックします。 

 
［点・領域］グループ－［地番塗潰し］を 
クリックします。 

 
 

［現場参照］を ON にします。 
 
［OK］をクリックします。 

 

■日付毎に色分けする 

調査素図を日付毎に色分けします。 
1 

2 

3 

4 

5 

7 

6 
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8 

 凡例表の配置位置をクリックします。 
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［最小化］をクリックして、CAD を最小化 
します。 

 
［表示］グループ－［地番の色］の［指定日
の時間毎］をクリックします。 

 

 入力済みの日（ここでは「6/22」）のセルを指
定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 タスクバーで CAD を選択して、最小化した
CAD を表示します。 

 
 
 
 
［汎用作図］タブをクリックします。 

 
［点・領域］グループ－［地番塗潰し］を 
クリックします。 

 

［現場参照］を ON にします。 
 
［OK］をクリックします。 

 

■指定日の時間毎に色分けする 

調査素図を時間毎に色分けします。 
1 

4 

5 

6 

8 

7 

2 

3 



45 

9 

 凡例表の配置位置をクリックします。 
 
 
 
 

 
 同様の手順で、23日に切り替えて配置します。 

10 
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 ■調査素図を閉じる 

色分けの操作確認終了後、調査素図を 
閉じます。 

［閉じる］をクリックします。 
 
 
 

 ここでは［保持しない］をクリックします。 

1 

2 
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5-8 調査後ステージ 

調査後ステージでは「異動処理」を行います。 

■杭を配置する 

［メイン］グループ－［調査後］をクリック 
します。 

 
［現地調査］グループ－［杭配置］を 
クリックします。 

 
 

 プロットマークをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 プロットマークを選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

調査前の座標と同じ位置や、座標のない位置に
杭を配置します。 

4 

5 

3 

2 
1 



48 

 配置位置をクリックし杭を配置します。 
   ※調査前の座標位置はピックすることが 
できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［終了］をクリックします。 

 

座標のない位置でも、フリーハンド
で杭を配置できます。 

6 

7 
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■地番を登録する（筆タイプ「変更」） 

［現地調査］グループ－［筆の登録］を 
クリックします。 

 
 
 
 
［変更］を選択します。 

 
 
 
 
 
 

 登録する地番の杭を指定し 
閉合します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 地番をクリックします。 
 

地番の地目を変更して登録します。 

1 

2 

形状指定モードを選択します。 
ここでは「点指定」を選択します。 

3 

4 

地番情報が表示されます。 
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■地番を登録する（筆タイプ「合筆」） 

［合筆］を選択します。 
 
 
 
 
 
 

 合筆する地番の杭を指定します。 
 

地番を合筆して登録します。 

［地目］の▼をクリックし「3:宅地」を 
選択します。 

 
［登録］をクリックします。 

 
 
 

5 

6 

2 

事務支援が起動していない場合は、
以下のメッセージでデータベースを直接
更新するかどうかを選択できます。 

 

1 

形状指定モードを選択します。 
ここでは「点指定」を選択します。 
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3 

4 

 合筆する地番の 1 つ目をクリックします。 
 

 合筆する地番の 2 つ目をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 合筆する地番に異なる項目があるときは警告
のメッセージが表示されます。 
ここでは［はい］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

［地目］の▼をクリックし「3:宅地」を選択 
します。 

 
［登録］をクリックします。 

 

6 

7 

5 
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■地番を登録する（筆タイプ「分筆」） 

［分筆］を選択します。 
 
 
 
 
 
 

 分筆する 1 つ目の地番の杭を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 分筆後の 1 つ目の地番をクリックします。 
 

 地番名を入力します。 
 
［地目］の▼をクリックし「3:宅地」を選択 
します。 

 
［登録］をクリックします。 

 

地番を分筆して登録します。 

2 

3 

6 

5 

4 

1 

形状指定モードを選択します。 
ここでは「点指定」を選択します。 
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 再度［分筆］を選択します。 
 

 分筆後の 2 つ目の地番の杭を指定します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 分筆する地番をクリックします。 
 

 地番名を入力します。 
 

 ［地目］の▼をクリックし「3:宅地」を選択 
します。 

 

［登録］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［終了］をクリックします。 
 

8 

9 

10 

 
11 

 

12 

 

7 

13 
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■調査前地番を一括登録する 

1 ［現地調査］グループ－［調査前筆を一括
登録］をクリックします。 

 
 
 
［図郭を指定し、その図郭に属する地番］を
選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 登録する地番の図郭を指定し、 
右クリックして［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

3 右クリック 

調査前と対になる調査後がない地番を一括で登録します。 
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■地番の地目を変更する 

［現地調査］グループ－［異動処理］を 
クリックします。 

 
 
 

 地目を変更する地番を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［地目］をクリックします。 
 
［地目］の▼をクリックし「3:宅地」を選択 
します。 

 

［異動年月日］の［今日の日付］をクリックし
ます。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 

4 
 

5 
 

6 
 

事務支援が起動していない場合は、
以下のメッセージでデータベースを直接
更新するかどうかを選択できます。 

 

登録済みの調査後の地番の地目を変更します。 

1 

2 
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■地番の構成点を編集する 

 ［特殊編集］－［構成点編集］を 
クリックします。 

 
 
 

 隣接地番も一緒に変形するか選択します。 
ここでは［隣地連動あり］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 ［削除］をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 

 削除する構成点をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

調査後の地番の形状を変更します。 

1 

2 

3 

4 
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［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

［終了］をクリックします。 
 
 
 
 
 

5 

6 
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5-9 事務支援との連携（公図CAD→事務支援） 

地図上で地番を指示し事務支援に切り替え、調査後の地番情報を確認します。 

［メイン］グループ－［調査後］をクリック 
します。 

 
［CAD選択 地番］をオンにします。 

 
 

 地番を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［事務支援連携］グループ－［選択］－ 
［調査後（調査後地番検索）］をクリック 
します。 

2 
1 

3 

4 
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 調査後の地番情報を確認します。 

5 
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5-10 筆界線の訂正 

現地調査の結果、筆界を確定できなかったと仮定し、筆界未定の設定を行います。 

■筆界線を訂正する 

公図CADで筆界線の訂正を行います。 

 事務支援の［最小化］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 公図 CAD の［調査後］タブ－ 
［現地調査］グループ－［筆界線の訂正］
をクリックします。 

 
 
 
 

［筆界未定］を選択します。 
 
 
 
 
 

 訂正する線をクリックします。 

1 

3 

2 

4 
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 ［適用］をクリックします。 
 
［終了］をクリックします。 

 
 
 

5 6 
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5-11 調査図変換 

調査図の作成条件を設定し、調査素図を調査図に変換します。 

■調査図を作成する 

調査素図のデータを選択し、調査図に変換します。 

［調査後］タブ－［CAD配置］グループ－
［調査図変換］をクリックします。 

 
 
 

 調査素図データを選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 境界線の訂正の［サイズ］を「3.0」mm に 
します。 

 
 筆界未定の［文字サイズ］を「5.0」にします。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 
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＜拡大図＞ 



64 

■調査図を編集する 

並び順を変更して、地番情報を引き出します。 

［専用作図］タブ－をクリックします。 
 
［調査素図・調査図］グループ－［並び変
更］をクリックします。 

 

 ▼をクリックして、並び替えの種類を選択します。 
 

 ▼をクリックして、配置方法を選択します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 引き出す地番情報をクリックし、配置位置を 
指定します。 

 
 

5 

引き出さずにその場で並び替えることもできます。 

1 

2 

3 4 

［設定］で地番情報の表示順や段分けを 
カスタマイズして5通りセットできます。 
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■保存する 

調査図、公図CADを保存します。 

 調査図で［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 公図 CAD で［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［はい］をクリックします。 

 

2 

3 

4 

1 
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5 6 

［データ名］を入力します。 
 

［保存］をクリックします。 
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6 地籍計算・CAD・基準点測量 

6-1 地籍計算・CADの起動 

地籍計算・CAD・基準点測量について説明します。 
ここでは、電子野帳生データを取り込み、手簿データ・記簿データを作成し、点検路線計算を行い、網図を作成後、 
精度管理表を作成します。 

地籍計算・CADを起動します。 

 データ管理画面で地区を 
ダブルクリックします。 

 ここでは、新規作成した地区を 
ダブルクリックします。 

 
［地籍計算・CAD］をクリック 
します。 

 地籍計算・CAD が起動します。 
 

1 

2 
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現場の情報を入力します。 
ここでは、座標系、ジオイドファイル、現場名を設定します。 

6-2 現場の情報の入力 

［共通］タブをクリックします。 
 
［設定］グループ－［現場の情報］をクリック
します。 

 
［座標系］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 座標系を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 

4 

5 

3 
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［ジオイドファイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 ジオイドファイルを選択します。 
 
［開く］をクリックします。 

 
 
 

［現場名］を入力します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 

6 

7 

8 

9 

11 

 

10 
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座標地番SIMAデータを読み込み、同一座標をチェックし、座標に図根点種別を設定します。 

6-3 座標の入力 

［作業の選択］タブをクリックします。 
 

［メイン］グループ－［座標管理］をクリック 
します。 

 
 
［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［データ読込み］グループ－ 
［座標地番 SIMA］－［座標地番 SIMA］
をクリックします。 

 
 

 
 座標地番 SIMA ファイルを選択します。 

 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 ここでは、［座標 No の間詰めを行う］を 
オンにします。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 

3 

■座標地番 SIMA データを読み込む 

4 

5 

7 

6 

座標地番SIMAデータを読み込みます。 



71 

［OK］をクリックします。 
 座標管理に座標が読み込まれます。 

 
 
 
 

■同一座標をチェックする 

［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［座標編集］グループ－［同一点チェック］
をクリックします。 

 
 
 

 メッセージを確認して、［OK］をクリックします。 
 
 
 

8 

2 

読み込んだ座標に間違いがないか、同一点名・同一座標値をチェックします。 

1 
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［同一座標値］をクリックします。 
 

 メッセージを確認して、［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 座標の重複がないことを確認後、［閉じる］を
クリックします。 

 
 

4 

5 

3 

同一点名や同一座標値が見つかった
場合は、削除や置換を行ってください。 
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■図根点種別を設定する 

読み込んだ座標に図根点種別を設定します。 

［図根点種別］の項目名をクリックします。 
 

 選択したセルで右クリックして［一括訂正］を
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［図根点種別］は［地籍図根多角点］を 
選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

 座標に図根点種別が設定されます 
 
 

3 

4 

1 

右クリック 

2 
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［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［座標編集］グループ－［図郭］－ 
［配置］をクリックします。 

 
 
 
 
 

［作成する図郭の縮尺］を選択します。 
 
［作成条件］は［測点を含む図郭のみ］を
選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
［開始番号］に［A］と入力します。 

 
［適用］をクリックします。 

 
［地図番号プレビュー］で変更したい地図番号
を選択します。 

 ここでは、［C］セルをクリックします。 
 
 

測点が存在する部分に図郭を配置します。 

6-4 図郭の配置 

1 

2 

3 

4 

5 6 

7 



75 

10 

 

［開始番号］に［E］と入力します。 
 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 測点が存在する部分に図郭が配置されます。 
 

8 9 

上下の三角ボタンで番号を
切り替えることができます。 

選択したセル以降の 
地図番号が変更されます。 

現場プロットで図郭が配置
されたことが確認できます。 

ここでは、点名表示をオフにしています。 
表示設定は、現場プロットの［メニュー］－
［表示設定］で行えます。 
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多角計算プロジェクトの条件を設定します。 

6-5 多角計算の準備 

［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［メイン］グループ－［多角計算］をクリック
します。 

 
 
 
［多角計算名］を入力します。 

 

 ここでは、［工程］と［精度区分］を 
以下のように設定します。 
［工程］：細部図根測量(多角法)：F 
［精度区分］：甲 1 

 
［平均値計算］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［全ての既知点より］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 3 

4 

1 

5 



77 

［平均計算］をクリックします。 
 ［平均ジオイド高］［平均縮尺係数］が 
計算されます。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
［平均ジオイド高］［平均縮尺係数］が 
設定されたことを確認します。 

 

 ここでは、［閉合差制限］を以下のように 
設定します。 

［結合］： 
19:数値細部測量甲 1(厳密網) 
［閉合］： 
31:数値細部測量甲 1(厳密網)(環) 
［相互後視］： 
25:数値細部測量甲 1(厳密網)(相互後視) 

 
 
 
 
 
 
 

［観測制限値］タブをクリックします。 
 

［座標値の差］の［参照］をクリックします。 
 
 
 
 
 

8 

9 

6 7 

10 

 

11 
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13 

 

 精度区分と許容範囲を選択します。 
 ここでは、［細部図根測量：甲一］を選択 
します。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 

［与点の点検 許容範囲］の［参照］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 距離と角度を選択します。 
 ここでは、［細部図根測量：甲一］を選択 
します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 

12 

 

16 

 

15 

 

14 
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 点検点と判断する点名規則を以下のように 
設定します。 

 ［判定ルール］：末尾一致 
 ［判定文字］：X 
 ［判定文字を出力］：オフ 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

精度区分による計算値の制限は、［多角計算］タブ－［設定］グループ－ 
［精度区分・多角］で確認できます。 
今回は、［数値細部測量甲1(厳密網)］の制限を使用しています。 

多角プロジェクトが作成されます。 

［多角計算］タブ－［多角計算］グループ－
［プロパティ］で条件を編集することができます。 

17 

 

18 
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基準点測量を起動し、電子野帳データ（ここでは、生データファイル）を取り込みます。 

6-6 電子野帳データの取り込み 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［基準点測量］をクリックします。 

 
 
 
 
［ファイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 接続機種を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 

 ファイルの場所を指定します。 
 

 読み込むファイルのチェックをオンにします。 
 

［開く］をクリックします。 
 
 

2 

1 

5 

6 

7 

3 

4 
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10 

 

 現場情報を入力します。 
ここでは、設定を変更せずに［OK］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［開始点番］を入力します。 

 ここでは、「88」と入力します。 
 
［OK］をクリックします。 

 基準点測量画面に観測データが 
取り込まれます。 

 
 
 
 
 

点番が自動で設定されます。 

8 

9 
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［手簿］ステージをクリックします。 
 手簿データの画面に切り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［手簿］タブ－［データ編集］グループ－
［定数点検自動設定］をクリックします。 

 
 
 
［マスターより取得］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［定数点検点名］を入力します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

［マスターより取得］：マスター
に登録した「定数点検点名」を、
重複しないように［視準点］セル
の末尾に追加します。 

記簿作成、点検路線の入力、点検計算を行い、網平均計算のための記簿を作成します。 

6-7 手簿記簿作成 

■定数点検を設定する 

定数点検を自動設定します。 

1 

4 

5 

2 

3 
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［野帳より取得］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 定数点検が設定されます。 

 
 
 

［野帳より取得］：現作業データの
［手簿］ステージの対回データから
器械点名と視準点名のペアを抽出 
して、それらの点が［測点］ステージ
で「既知点」だった場合は、重複 
しないように［器械点］［視準点］
セルの末尾に追加します。 

器械点と視準点を指定した場合は、
器械点と視準点名が一致する手簿
が定数点検に設定されます。 

視準点のみ指定した場合は、視準
点名が一致する手簿が定数点検に
設定されます。 

6 

7 

［定数点検］セルに
「○」が付きます。 
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■手簿計算を実行する 

対回観測したデータの平均を計算するなどの中数計算を行います。 

［手簿］タブ－［計算］グループ－ 
［手簿計算］をクリックします。 

 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

■記簿を確認する 

記簿データを確認します。 

［手簿］タブ－［データ確認］グループ－ 
［記簿］をクリックします。 

 
 
［器械点］で記簿データを確認する器械点を
選択します。 

 
 記簿データを確認します。 

 
［一覧表示］をクリック 
します。 

 
 
 

2 

2 

3 

4 

1 

1 
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 確認後、［閉じる］をクリックします。 
 
 
 

一覧表示では、反方向の確認や
採用距離の変更ができます。 
詳細はヘルプを確認してください。 

5 

■点検路線を入力する 

点検路線を現場プロットより入力し、点検計算を行います。 

［点検路線］ステージをクリックします。 
 
［路線名］を入力します。 

 ここでは、「1」と入力します。 
 
［点検路線］タブ－［データ編集］グループ－
［路線指定入力］をクリックします。 

 
 

1 

2 

3 
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 結合路線を入力します。 
現場プロットで路線の開始線をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 路線の連結線を順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 終点に至ると点検路線が確定します。 
［路線チェック］ダイアログは［閉じる］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 路線データを追加します。 
 ［追加］をクリックします。 
 
 

6 

路線チェック結果を確認し、必要があれば
［方向反転］をクリックし、エラーを解消して
ください。 

7 

ここでは、点名表示をオフにしています。 
表示設定は、現場プロットの［メニュー］－
［表示設定］で行えます。 

4 

5 
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9 

 現場プロットで路線の開始線をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 路線の連結線を順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 終点に至ると点検路線が確定します。 
［路線チェック］ダイアログは［閉じる］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 同様に、路線データを追加します。 
 ［追加］をクリックします。 
 
 

8 

10 

 

11 

 

［路線名］は自動入力されます。 
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 現場プロットで路線の開始線をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 路線の連結線を順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 終点に至ると点検路線が確定します。 
［路線チェック］ダイアログは［閉じる］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 閉合路線を入力します。 
［追加］をクリックします。 

 
 
 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

［路線名］は自動入力されます。 
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 現場プロットで路線の開始線をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 路線の連結線を順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 終点に至ると点検路線が確定します。 
［路線チェック］ダイアログは［閉じる］を 
クリックします。 

 
 
 

16 

 

17 

 

18 

 

路線チェックはまとめて
行うこともできます。 

路線形状が表示されます。 
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■点検計算を実行する 

点検計算を行います。 
ここでは、路線をすべて登録済みのデータを使用しています。 

［点検路線］タブ－［計算］グループ－ 
［点検計算］－［点検計算］をクリック 
します。 

 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 計算結果を確認して、 
［OK］をクリックします。 
※路線をすべて登録済みのデータを 
使用しています 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［閉合差を表示］をクリックします。 
 
 
 

2 

3 

1 

4 
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 閉合差、許容範囲など、計算結果を一覧で
確認します。 

 
［入力に戻る］をクリックします。 

 
 

5 

6 
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■厳密網平均計算を行う 

厳密網データを作成し、厳密網平均計算を行い、計算書を作成します。 

［厳密網］ステージをクリックします。 
 
［厳密網］タブ－［データ作成］グループ－
［データ作成］－［データ作成］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 厳密網データが作成されます。 
 
 
 
 
［厳密網］タブ－［計算］グループ－ 
［網一括計算］－［網一括計算］をクリック
します。 

 
 
 

1 

2 

3 

4 
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 計算結果を確認して、［OK］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［厳密網］タブ－［計算書］グループ－ 
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 
 

［計算書指定］タブをクリックします。 
 

 作成する計算書の［印刷］セルを 
ダブルクリックして「○」にします。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

6 

5 

7 

8 

9 

選択肢に表示される計算書タイプを 
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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12 

 

 計算書が作成されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 座標登録ダイアログの［図根点種別］［等
級］を選択します。 

 ここでは［細部図根点］ 
［5次（5級、5等）］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 

 登録座標を確認して、［OK］を 
クリックします。 

 
 

11 

 

13 
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■点検測量を行う 

点検測量データを追加で取り込み、手簿計算を行い、計算書を作成します。 

［生データ］ステージをクリックします。 
 
［生データ］タブ－［データ読込み］グループ－
［生データ］をクリックします。 

 
 ファイルの場所を指定します。 

 
 読み込むファイルのチェックをオンにします。 

 
［点検測量として読み込む］［追加読込み］
をオンにします。 

 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 

1 

2 

7 

3 

4 

6 
5 
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［手簿］ステージをクリックします。 
 
［手簿］タブ－［計算］グループ－ 
［手簿計算］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

11 

 

10 

 

9 

8 

点検測量データが追加登録 
されていることが確認できます。 
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［手簿］タブ－［計算書］グループ－ 
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 
 
［基準点測量］タブをクリックします。 

 

［器械点毎に指定］を選択します。 
 
［器械点選択］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［採用”点検”のみ］をクリックします。 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

13 

 

14 

 

16 

 

15 

 

17 

 

器械点情報の採用状態が
［点検］に設定されている
器械点のみ選択されます。 

12 
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［計算書指定］タブをクリックします。 
 

 作成する計算書の［印刷］セルを 
ダブルクリックして「○」にします。 

 
［OK］をクリックします。 

 計算書が作成されます。 
 
 
 

20 

 

19 

 

18 

 

選択肢に表示される計算書タイプを 
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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■図郭の配置 

網図を作成する前に、座標管理で図郭を再配置します。 

 メインメニュー画面で、［多角計算］タブ－
［メイン］グループ－［座標管理］をクリック
します。 

 
 
 
［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［座標編集］グループ－［図郭］－ 
［配置］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［作成する図郭の縮尺］を選択します。 

 
［作成条件］は［測点を含む図郭のみ］を
選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

図郭を再配置し、路線名称を設定して、CADに網図を配置します。 

6-8 網図の作成 

1 

基準点測量で登録した
座標が確認できます。 

2 

4 

5 

3 
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10 

 

［開始番号］に［A］と入力します。 
 
［適用］をクリックします。 

 
［地図番号プレビュー］で変更したい地図番号
を選択します。 

 ここでは、［C］セルをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

［開始番号］に［E］と入力します。 
 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 測点が存在する部分に図郭が配置されます。 
 

11 

 

9 

上下の三角ボタンで番号を
切り替えることができます。 

選択したセル以降の 
地図番号が変更されます。 

6 7 

8 

現場プロットで図郭が再配置
されたことが確認できます。 
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■路線名称を設定する 

図郭名称をもとに、網図用の路線名称を設定します。 
ここでは、図郭作成後に点検計算、厳密網平均計算を実行したデータを使用しています。 
 

 基準点測量画面で、［厳密網］ステージを 
クリックします。 

 
［厳密網］タブ－［名称編集］グループ－
［地籍測量名称］－［路線名称作成］を
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［路線名の決定方法］［開始管理番号］
［ハイフン区切り］を設定します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 

 
 路線名を確認・訂正して、［OK］をクリック 
します。 

 路線名が設定されます。 
 
 

1 

3 

4 

5 

2 
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6 
 画面右上の［閉じる］をクリックします。 

 
 
 
 
 
［保持］をクリックします。 
基準点測量画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 

■網図を配置する 

CADを起動し、網図のスタイルを設定して、網図を配置します。 

［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［メイン］グループ－［現場］をクリックします。 

 
 
 
 
［作業の選択］タブ－［アプリケーション］ 
グループ－［CAD］をクリックします。 

 
［新規作成］をクリックします。 

 CAD画面が起動します。 
 
 
 
 
［図面配置］タブをクリックします。 

 
［配置］グループ－［地籍網図］－ 
［地籍網図スタイル］をクリックします。 

 
 

 

7 

2 

3 

4 

5 

ここでは、CADの背景色を「白」にしています。 
背景色の変更は、［設定］タブ－［設定］ 
グループ－［共通設定］の［システムカラー］
－［背景色］で行えます。 

1 
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 各項目を設定します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［図面配置］タブ－［配置］グループ－ 
［地籍網図］－［地籍網図配置］をクリック
します。 

 
 
［データ読込み］をクリックします。 

 
 
 

 

既設路線がある場合は、地番管
理から取得します。 

6 

ここでは、［点検路線］タブの 
各要素の［表示］をダブルクリック
して「○」にしています。 

7 

8 

9 
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11 

 

 読み込む作業データを選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
［用紙割付］タブをクリックします。 

 
 用紙や縮尺を設定します。 

 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 現場プロットで用紙の配置原点をクリックします。 

 
［作成］をクリックします。 

 CAD に網図が配置されます。 

10 

 

12 

 13 

 

14 

 

15 

 

16 
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 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
CAD画面が閉じて、メインメニューに戻ります。 

 
 

18 

 

 17 
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6 

5 

［作業の選択］タブ－［メイン］グループ－
［多角計算］をクリックします。 

 

 所属する多角計算を選択します。 
 
［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［精度管理表（地籍）］を 
クリックします。 

 精度管理表（地籍）画面が起動します。 
 
 

［専用コマンド］タブ－［データ読込み］ 
グループ－［データ読込み］をクリックします。 

 
 
 

 読み込む作業データを選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［専用コマンド］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

図根点成果簿、精度管理表を作成します。 

6-9 精度管理表の作成 

データが取り込まれます。 

1 

2 

3 

4 

7 
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11 

 

 各項目を設定します。 
 ここでは、以下のように設定します。 
 ［計算書グループ］：測点成果簿 
［計算書タイプ］： 

【R5年度版記載例】細部図根点 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［専用コマンド］タブをクリックします。 
 
［計算書］グループ－［計算書作成］を 
クリックします。 

 
 

 各項目を設定します。 
 ここでは、以下のように設定します。 
［計算書グループ］： 
図根多角・細部図根（厳密網） 

［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】細部図根測量 その 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 

10 

 

8 

9 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 

12 

 

13 

 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
精度管理表画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 
 

15 

 

 14 

 

図根点成果簿、精度管理表が
作成されます。 
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7 地籍計算・CAD（F1-2工程） 

7-1 多角計算の準備 

細部放射工程（F1-2）の手順について説明します。 
 

多角計算プロジェクトの条件を設定し、F1-2工程の準備を行います。 

［多角計算］タブ－［メイン］グループ－ 
［多角計算］をクリックします。 

 
［多角計算］グループ－［新規作成］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 

 多角計算名を入力します。 
 

 計算タイプは［トラバース計算］を選択し 
ます。 

 

 工程は 
［細部図根測量（放射法）：F］を選 
択します。 

 

［距離補正を行う（投影・縮尺補正）］ 
をオンにします。 

 
 
 
 

［平均値計算］をクリックします。 
 
 
 
 

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 

工程の選択時に以下が表示された場合は、
［はい］をクリックしてください。 

［距離補正を行う（投影・縮尺補正）］をオ
フにした場合は、平均ジオイド高・平均縮尺係
数は求めません。 
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 平均する測点は 
［全ての既知点より］を選択します。 

 
［平均計算］をクリックします。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 

［観測制限値］タブをクリックします。 
 

［工程と精度区分より］をクリックします。 
手簿計算の制限値が自動設定されます。 

 

 判定文字に「X」と入力し、 
［判定文字を出力］はオフにします。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 

8 

9 10 

 

新規の多角計算プロジェクトが
作成されます。 

11 

 

13 

 

12 

 
14 
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電子野帳（成果観測）データを取り込み、観測手簿を作成します。 

7-2 成果観測データの取り込み 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［電子野帳取込］をクリックし 
ます。 

 
 
 
［ファイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 観測データファイルを選択 
します。 

 
［開く］をクリックします。 

 
 

1 

2 

3 

■電子野帳データの取り込み 

5 

4 

［点検測量として読み込む］は
オフにします。 
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■定数点検の設定 

6 

観測データを取り込むと、自動で
手簿計算が実行されます。 

［OK］をクリックします。 
 
 

［手簿データ］タブ－［データ編集］グループ
－［定数点検自動設定］をクリックします。 

 
 
 
［野帳より取得］をクリックします。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 3 
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［手簿データ］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定し 
ます。 
計算書グループ：［観測手簿］ 
計算書タイプ： 
［【R5年度版記載例】観測手簿 
      （1対回観測）（細部放射）］ 

 

［OK］をクリックします。 
 
 

■観測手簿の作成 

観測手簿が作成されます。 

1 

2 

3 
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［手簿データ］タブをクリックします。 
 
［データ書込み］グループ－ 
［トラバース計算に移動］をクリックします。 

 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 

電子野帳データを取り込んだ
トラバース計算の作業データが
開きます。 

4 

5 

6 

7 
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トラバース計算で成果観測の座標を求め、観測記簿、座標計算書、与点の点検を作成します。 

7-3 成果観測の座標算出 

■観測記簿の作成 

［野帳データ］タブ－［計算］グループ－
［記簿計算］をクリックします。 

 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 

1 

3 

2 
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［計算書］グループ－［計算書作成］を 
クリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定 
します。 
計算書グループ：［記簿計算］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度版記載例】 
         観測記簿（放射法）］ 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

4 

5 

6 

観測記簿が作成されます。 
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■座標計算書の作成 

［観測データ］ステージをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 モードは［放射］を選択します。 
 

［観測順に変換］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 

1 

3 

2 

4 
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5 ［観測データ］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定し 
ます。 
計算書グループ：［座標計算］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度版記載例】 
  細部図根測量座標計算書（放射法）］ 

 

［OK］をクリックします。 
 

6 

7 

［座標・地番を登録する］は
オフにします。 



119 

座標計算書が作成されます。 

8 

9 

10 

 

11 

 

［観測データ］タブをクリックします。 
 

［登録］グループ－［登録］をクリックします。 
 
 

 放射点の［プロットマーク］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［マーク種類］をクリックします。 
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［127］を選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 サイズは「2.0」と入力します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 図根点種別は［細部放射点］を選択し 
ます。 

 

［OK］をクリックします。 
 

12 

 
13 

 

14 

 

15 

 

16 

 
17 



121 

■与点の点検の作成 

［野帳データ］ステージをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

［野帳データ］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定し 
ます。 
計算書グループ：［与点点検］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度版記載例】 
    細部図根測量（放射法）］ 

 

［OK］をクリックします。 
 

2 

1 

3 

4 
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 トラバース計算画面の［閉じる］をクリックし 
ます。 

 
 
 

［保持］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 トラバース計算の作業データ名を右クリックし、
［名前の変更］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 作業データ名を変更します。 
ここでは、「トラバース計算（成果）」と入力し
て Enter キーを押します。 

 

5 

6 

与点の点検が作成されます。 

右クリック 

7 

8 
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電子野帳（点検観測）データを取り込み、観測手簿（点検）を作成します。 

7-4 点検観測データの取り込み 

■電子野帳データの取り込み 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［電子野帳取込］をクリックし 
ます。 

 
 

［ファイル］をクリックします。 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 観測データファイルを選択 
します。 

 

［開く］をクリックします。 
 

1 

2 

3 

4 

5 

座標計算を行うため、［点検測量と
して読み込む］はオフにします。 
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観測データを取り込むと、自動で
手簿計算が実行されます。 

［OK］をクリックします。 
 
 6 

■定数点検の設定 

［手簿データ］タブ－［データ編集］グループ
－［定数点検自動設定］をクリックします。 

 
 
 

［野帳より取得］をクリックします。 
 

［OK］をクリックします。 
 

1 

2 3 
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■観測手簿（点検）の作成 

［手簿データ］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定し 
ます。 
計算書グループ：［観測手簿］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度版記載例】観測手簿（1対 
 回観測）（細部放射）（点検測量）］ 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［手簿データ］タブをクリックします。 
 

［データ書込み］グループ－［トラバース計算
に移動］をクリックします。 

 

1 

2 

3 

観測手簿（点検）が作成されます。 

4 

5 
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［OK］をクリックします。 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 

6 

7 電子野帳データを取り込んだ
トラバース計算の作業データが
開きます。 
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トラバース計算で点検観測の座標を求め、観測記簿（点検）、座標計算書（点検）を作成します。 
 

7-5 点検観測の座標算出 

■観測記簿（点検）の作成 

［野帳データ］タブ－［計算］グループ－
［記簿計算］をクリックします。 

 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 

1 

3 

2 
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［計算書］グループ－［計算書作成］を 
クリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定 
します。 
計算書グループ：［記簿計算］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度版記載例】観測記簿 
         （放射法）（点検測量）］ 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

4 

5 

6 

観測記簿（点検）が作成されます。 
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■座標計算書（点検）の作成 

［観測データ］ステージをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 モードは［放射］を選択します。 
 

［観測順に変換］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 

1 

2 

3 

4 
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5 ［観測データ］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定し 
ます。 
計算書グループ：［座標計算］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度記載例】細部図根測量 
  座標計算書（放射法）（点検測量）］ 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

6 

7 

［座標・地番を登録する］は
オフにします。 
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［観測データ］タブをクリックします。 
 

［登録］グループ－［登録］をクリックします。 
 
 

 放射点の［プロットマーク］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［マーク種類］をクリックします。 

 

8 

9 

10 

 

11 

 

座標計算書（点検）が作成されます。 
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［91］を選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 サイズは「2.0」と入力します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 

 図根点種別は［<なし>］を選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 トラバース計算画面の［閉じる］をクリックし 
ます。 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

16 

 
17 

18 
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［保持］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 トラバース計算の作業データを右クリックし、
［名前の変更］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 作業データ名を変更します。 
ここでは、「トラバース計算（点検）」と入力し
て Enter キーを押します。 

 
 

19 

 

20 

 

右クリック 

21 
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CADを起動し、基準点測量（細部多角）データ、トラバース計算（細部放射）データから地籍網図を作成します。 

7-6 地籍網図の作成 

［作業の選択］タブ－［メイン］グループ－
［現場］をクリックします。 

 
［アプリケーション］グループ－［CAD］を 
クリックします。 

 
［新規作成］をクリックします。 

 
 
 
 
［図面配置］タブをクリックします。 

 
［配置］グループ－［地籍網図▼］－ 
［地籍網図配置］をクリックします。 

 
［データ読込み］をクリックします。 

 
 

1 2 

4 

5 

3 

6 
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［基準点測量］タブをクリックします。 
 

 読み込む作業データを選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 再度［データ読込み］をクリックします。 
 
 

7 

9 

上位工程の多角網を含めた図面
を作成する場合に読み込みます。 

8 

10 
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［トラバース計算］タブをクリックします。 
 

 読み込む作業データを選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

［末尾に読み込む］を選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 

［用紙割付］タブをクリックします。 
 

［ページ配置］をクリックします。 
 

 プロット画面で図面の配置位置をクリックし 
ます。 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 
15 

 

16 

 

17 

18 
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［作成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 CAD画面の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
 

19 

 

20 

 

21 
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7-7 成果簿の作成 

細部図根点成果簿を作成します。 

［作業の選択］タブ－［メイン］グループ－
［多角計算］をクリックします。 

 
 
 

 パネルから多角計算プロジェクトを選択します。 
 
 
 
 
 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［精度管理表（地籍）］をクリッ
クします。 

 
 
 

［専用コマンド］タブ－［データ読込み］グル
ープ－［データ読込み］をクリックします。 

 
 
 

［トラバース計算］タブをクリックします。 
 

 多角計算プロジェクトと作業データを選択し 
ます。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

成果のトラバース計算を 
選択します。 
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［計算書］グループ－［計算書作成］をクリッ
クします。 

 
 
 

 計算書グループ・タイプを以下のように設定し 
ます。 
計算書グループ：［測点成果簿］ 
計算書タイプ： 
 ［【R5年度版記載例】 
     細部図根点（放射法）］ 

 

［OK］をクリックします。 
 
 

成果簿が作成されます。 

8 

9 

10 
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 精度管理表（地籍）画面の［閉じる］をクリ
ックします。 

 
 
 

［保持］をクリックします。 
 

11 

 

12 
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7-8 精度管理表の作成 

細部図根測量精度管理表を作成します。 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［精度管理表（座標）］をクリッ
クします。 

 
 

［専用コマンド］タブ－［データ読込み］グ 
ループ－［細部図根放射観測］をクリック 
します。 

 
 
 

 多角計算プロジェクトと作業データを選択し 
ます。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 

1 

2 

3 

4 

「7-7」と同様に、多角計算プロ
ジェクトを選択してからクリックし
てください。 

点検のトラバース計算を 
選択します。 
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［計算書］グループ－［計算書作成］をクリッ
クします。 

 
 
 

 計算書タイプは［【R5年度版記載例】細部
図根測量（放射法）］を選択します。 

 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 精度管理表（座標）画面の［閉じる］をクリ
ックします。 

 
 

［保持］をクリックします。 
 

5 

6 

7 

精度管理表が作成されます。 

8 

9 

計算書グループは［精度管理
表］固定です。 
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7-9 保存と終了 

現場データを保存して終了します。 

［ファイル］－［名前を付けて保存］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 

 データ名を入力します。 
 
［保存］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 メイン画面の［閉じる］をクリックします。 
 
 

4 

1 

2 3 
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8 地籍計算・CAD・トラバース計算 

8-1 F2工程の準備 

地籍計算・CAD（F2-1工程）について説明します。 
ここでは、電子野帳生データを取り込み、手簿データ・記簿データを作成し、点検測量を行い、精度管理表を作成します。 

F2工程の準備を行います。 

［メイン］グループ－［多角計算］をクリック 
します。 
［多角計算］グループ－［新規作成］を 
クリックします。 

 
 
［多角計算名］を入力します。 

 

 ここでは、［工程］と［精度区分］を 
以下のように設定します。 
［工程］：一筆地測量 
［精度区分］：甲 1 

 

［トラバース計算］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので、 
［はい］をクリックします。 

 
 

3 

5 

4 

1 2 

6 
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［平均値計算］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［全ての既知点より］を選択します。 
全ての既知点情報が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［平均計算］をクリックします。 
［平均ジオイド高］［平均縮尺係数］が 
表示されます。 

 
［OK］をクリックします。 

 

 
 

7 

8 

9 10 
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［平均ジオイド高］［平均縮尺係数］が 
設定されたことを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［観測制限値］タブをクリックします。 

 
 

 点検点と判断する点名規則を以下のように 
設定します。 

 ［判定ルール］：末尾一致 
 ［判定文字］：X 
 ［判定文字を出力］：オフ 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

11 

 

12 

13 

14 
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電子野帳取込で電子野帳データを取り込み、観測手簿を作成します。 
 

8-2 電子野帳データの取り込み 

■電子野帳データを取り込む 

電子野帳取込を起動し、電子野帳データ（ここでは、生データファイル）を取り込みます。 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［電子野帳取込］をクリックします。 

 
 
 
 

［ファイル］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 接続機種を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 

2 

1 

3 

4 
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 ファイルの場所を指定します。 
 

 読み込むファイルのチェックをオンにします。 
 

［開く］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
  電子野帳データが取り込まれて、手簿計算が
行われます。 

 
 
 
 

8 

5 

6 

7 
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■観測手簿を作成する 

観測手簿を作成します。 

［手簿データ］タブ－［計算書］グループ－ 
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 
 

［計算書グループ・タイプ］を設定します。 
［計算書グループ］：観測手簿 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】観測手簿（一筆地測量） 

 

［OK］をクリックします。 
計算書が作成されます。 

 
 

1 

2
 

3
 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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  ■トラバース計算へ移動する 

トラバース計算へ移動します。 

［手簿データ］タブをクリックします。 
 
［データ読込み］グループ－［トラバース計算
に移動］をクリックします。 

 
 
［OK］をクリックします。 

  トラバース計算の作業データを新規作成して、
野帳データステージに電子野帳データを取り込
みます。 

 
 
 

［OK］をクリックします。 
 

1

 

3

 

4

 

2
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記簿計算後、トラバース計算を行い、計算書を作成して、座標を登録します。 

8-3 トラバース計算 

■記簿計算を実行する 

記簿計算を実行します。 

［計算］グループ－［記簿計算］をクリックし
ます。 

 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 

1 

3 

2
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■観測記簿を作成する 

観測記簿を作成します。 

［計算書］グループ－［計算書作成］をクリック 
します。 

 
 
 
 

［計算書グループ・タイプ］を設定します。 
［計算書グループ］：記簿計算 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】観測記簿（放射法） 

 

［OK］をクリックします。 
計算書が作成されます。 

 
 

1 

2
 

3
 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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■放射の観測順に変換する 

［観測データ］ステージをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［放射］をクリックします。 
 

［観測順に変換］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

1 

放射の観測順に変換します。 

4 

2 

3 
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■計算書を作成する 

［計算書］グループ－［計算書作成］をクリック 
します。 

 
 
 
 

［計算書グループ・タイプ］を設定します。 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】一筆地測量座標 
計算書 A 

 

［OK］をクリックします。 
計算書が作成されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 プロットマークを設定します。 
 

 図根点種別を設定します。 
 

［OK］をクリックします。 
 

 
 
 

1 

座標計算書を作成して、座標を登録します。 

1 

6 

4 

5 

2
 

3
 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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7 
 画面右上の［閉じる］をクリックします。 

 
 
 
 
 
［保持］をクリックします。 
トラバース計算画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 
 
 
 

 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
［保持］をクリックします。 
電子野帳取込画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 

8 

9 

10 
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電子野帳取込で電子野帳データ（点検測量）を取り込み、観測手簿を作成します。 
 

8-4 電子野帳データの取り込み（点検測量） 

■電子野帳データを取り込む 

電子野帳取込を起動し、電子野帳データ（ここでは、生データファイル）を取り込みます。 

［作業の選択］タブ－［メイン］グループ－
［多角計算］をクリックします。 

 

 所属する多角計算を選択します。 

 
［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［電子野帳取込］をクリックします。 

 
 
 
 
［ファイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 接続機種を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 

4 

5 

6 

1 

2 

3 
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 ファイルの場所を指定します。 
 

 読み込むファイルのチェックをオンにします。 
 

［開く］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
  電子野帳データが取り込まれて、手簿計算が
行われます。 

 
 
 
 

8 

9 

7 
 

10 
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■観測手簿を作成する 

観測手簿を作成します。 

［手簿データ］タブ－［計算書］グループ－ 
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 
 

［計算書グループ・タイプ］を設定します。 
［計算書グループ］：観測手簿 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】観測手簿（放射観測） 
（点検） 

 

［OK］をクリックします。 
計算書が作成されます。 

 
 

1 

2
 

3
 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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  ■トラバース計算へ移動する 

トラバース計算へ移動します。 

［手簿データ］タブをクリックします。 
 
［データ読込み］グループ－［トラバース計算
に移動］をクリックします。 

 
 
［OK］をクリックします。 

  トラバース計算の作業データを新規作成して、
野帳データステージに電子野帳データを取り込
みます。 

 
 
 

［OK］をクリックします。 
 

3

 

4

 

1

 2
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記簿計算後、トラバース計算を行い、計算書を作成して、座標を登録します。 

8-5 トラバース計算（点検測量） 

■記簿計算を実行する 

記簿計算を実行します。 

［計算］グループ－［記簿計算］をクリックし
ます。 

 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 

1 

3 

2
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■観測記簿を作成する 

観測記簿を作成します。 

［計算書］グループ－［計算書作成］をクリック 
します。 

 
 
 
 

［計算書グループ・タイプ］を設定します。 
［計算書グループ］：記簿計算 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】観測記簿（放射法） 
（点検測量） 

 

［OK］をクリックします。 
計算書が作成されます。 

 
 

1 

2
 

3
 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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■放射の観測順に変換する 

［観測データ］ステージをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［放射］をクリックします。 
 

［観測順に変換］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

1 

放射の観測順に変換します。 

4 

2 

3 
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■計算書を作成する 

［計算書］グループ－［計算書作成］をクリック 
します。 

 
 
 
 

［計算書グループ・タイプ］を設定します。 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】一筆地測量座標 
計算書（点検）A 

 

［OK］をクリックします。 
計算書が作成されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 プロットマークを設定します。 
 

 図根点種別を設定します。 
 

［OK］をクリックします。 
 

 
 
 

1 

座標計算書を作成して、座標を登録します。 

1 

6 

4 

5 

2
 

3
 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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7 
 画面右上の［閉じる］をクリックします。 

 
 
 
 
 
［保持］をクリックします。 
トラバース計算画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 
 
 
 

 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
［保持］をクリックします。 
電子野帳取込画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 

8 

9 

10 
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精度管理表（座標）を作成します。 

8-6 精度管理表（座標） 

6 

5 

［作業の選択］タブ－［メイン］グループ－
［多角計算］をクリックします。 

 

 所属する多角計算を選択します。 
 
［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［精度管理表（座標）］を 
クリックします。 

 精度管理表（座標）画面が起動します。 
 
 

［専用コマンド］タブ－［データ読込み］ 
グループ－［一筆地測量（放射法）］を 
クリックします。 

 
 
 

 読み込む作業データを選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［専用コマンド］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

データが取り込まれます。 

1 

2 

3 

4 

7 
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 各項目を設定します。 
 ここでは、以下のように設定します。 
 ［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】一筆地測量 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
精度管理表画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 
 

11 

精度管理表が作成されます。 

 10 

8 

9 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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精度管理表（地籍）を作成します。 

8-7 精度管理表（地籍） 

［多角計算］タブ－［作業データ新規作成］
グループ－［精度管理表（地籍）］を 
クリックします。 

 精度管理表（地籍）画面が起動します。 
 
 

［専用コマンド］タブ－［データ読込み］ 
グループ－［データ読込み］をクリックします。 

 
 
 
 

［トラバース計算］をクリックします。 
 

 読み込む作業データを選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
［専用コマンド］タブ－［計算書］グループ－
［計算書作成］をクリックします。 

 
 
 

1 

5 

4 

データが取り込まれます。 

2 

6 

3 
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  各項目を設定します。 
 ここでは、以下のように設定します。 
 ［計算書グループ］：測点成果簿 
［計算書タイプ］： 

【R5年度版記載例】筆界点 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
精度管理表画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 
 

10 

 9
 

精度管理表が作成されます。 

7 

8 

選択肢に表示される計算書のタイプを
編集する場合は、［プレビュー選択］
から［表示選択］をクリックし、不要な
計算書のチェックをOFFにしてください。 
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2 

［作業の選択］タブをクリックします。 

 

［地番管理］をクリックします。 

 

 

［地番名］セルに「10」と入力します。 

 

 

 

 

 

［地番登録 編集］をクリックします。 

 

 

 現場プロットで地番の構成点を A9－A4－A3
－A1－A2－Q1－A10－A9 の順に 
クリックします。 

9 地番管理 
座標管理で登録、または各計算で登録した座標で、地番を登録します。 

9-1 地番を登録する 

［地番管理］で地番を構成する点を指定し、地番を登録します。 

1 

■地番構成点を指定する 

3 

4 

左下に面積が表示されます。 

［点番］または［点名］の手入力も可能です。 

5 



170 

1 

［地番情報］タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［地目（現況）］の▼をクリックして、地目を
選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［登録終了］をクリックします。 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

地番が登録され、現場プロットに形状が 
表示されます。 
 

 

■地番情報を入力する 

2
 

3
 

4
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 2行目［地番名］セルに「11」と入力します。 

 

［地番登録 編集］をクリックします。 

 

 

 

 

 現場プロットで地番の構成点を A8－A5－A6
－A4－A9－A8 の順にクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［登録終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

■地番 11 を登録する 

同様の操作で地番11を登録します。 

5
 

1 

2 

4 

3 
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 現場プロットで地番の構成点を A6－A7－A3
－A4－A6 の順にクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［登録終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

地番が登録されたことが確認できます。 

 5
 

■地番 12 を登録する 

 3行目［地番名］セルに「12」と入力します。 

 

［地番登録 編集］をクリックします。 

 

同様の操作で地番12を登録します。 

1 

2 

4 

3 
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複数地番の面積の確認方法について 
複数地番の合計面積を確認するには、ctrl キ－やshift キーを利用し、複数の地番を選択します。 
 
 

合計面積が確認できます。 
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9-2 地番の修正 

地番を修正します。地番名「10」の構成点を行削除する例で説明します。 

 修正する地番を選択します。 

 

［地番登録 編集］をクリックします。 

 

 

 

［構成点］タブの 5行目：点名「A2」 
の行を選択します。 

 

 

 

 

 

 右クリックして［行］－［行削除］を選択 
します。 

 

 

［登録終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

修正した地番形状が現場プロットに 
表示されます。 

 
6 

1 

2 

3 

4 

5 
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構成点編集について 
地番の構成点の編集は［行－挿入・削除］以外に［地番専用（地番管理）］タブ－［特殊編集－構成点編
集］で行えます。 
 
例）構成点を追加する場合                        
 

4 

5 

6 

7 

操作の手順を表示します。 

 ［特殊編集］－［構成点編集］を 
クリックします。 

 隣接地番も一緒に変形するか選択します。 
ここでは［隣地連動あり］をクリックします。 

［追加］をクリックします。 

 構成点を追加する辺をクリックします。 

 追加する測点をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

［終了］をクリックします。 

面積が変更され
ています。 

1 

3 
変更前の面積を
確認します。 

2 
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地番構成点の［座標値］が変更になった場合は 
地番を構成している座標を削除すると、登録した地番に影響します。 
座標値のみ変更し、地番の構成点としてそのまま使用するには、上書きで座標値を変更します。 
 
 

［元に戻す］［やり直し］について 
［座標管理］［地番管理］で座標、地番、地番構成点に対して行った編集作業を元の状態に戻します。 
連続して10 回前までの作業を順番に元に戻すことができます。 
［元に戻す］で戻した操作は［やり直し］で再度実行が可能です。 
 
 

<地番管理（変更前）＞ 

<地番管理（変更後）＞ 

上書きせずに、座標値の［削除］や［クリア］の操作を
行うと右記画面が表示されます。 
［OK］を選択した場合：地番構成点から測点が削除さ
れます。変更後に、構成点として追加する必要があります。 
［キャンセル］を選択した場合：削除やクリアされません。 
上書きで修正してすることで、構成点として保持されます。 

<座標管理（変更後）＞ 

［座標管理］で座標値を上書きで訂正します。 
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事務支援の地番情報を取り込むには 
［事務支援連携］グループ－［取込み］－［地番情報］で事務支援の地番情報を取り込めます。 

筆界未定地の登録について 
地番管理で筆界未定地を登録する手順を説明します。 
 

（次ページへ続きます） 

［取り込み対象とする事務支援データ］と
［地番一致判定方法］を選択して
［OK］をクリックします。 

（ア）地番の属性（所在等）は、共通する属性だけを登録します。 
（イ）地番名は「筆界未定地-ｎ」とします。（ｎは１から連番） 
（ウ）地番属性の［地籍地番情報］には、選択肢から「筆界未定地」を選びます。 
 

① 仮地番「筆界未定地-n」を地番登録する 
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② 筆界未定地を構成する地番を地番管理に登録する 

（ア）［地番登録編集］で［新規地番］を選択します。 
 

（イ） 所在等で確認できている属性はそれを入力します。（未定の場合は未入力にします） 
（ウ）［地籍地番情報］は「普通地番」「長狭物」などを選択します。 
（エ） すべて入力したら、［新規地番］をクリックします。構成地番の個数分登録を繰り返します。 
 

（次ページへ続きます） 

構成点は登録せず、地番情報
だけを登録します。 
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③ 「筆界未定地-n」に②で地番登録した構成地番を登録する 

（ア） 当該地番の［筆界未定地］欄をダブルクリックします。 
構成地番の一覧ダイアログが表示されます。 

    
 

（エ） 筆界未定地を構成する地番の属性が不明な時などで、②の操作を行わない場合は、［筆界未定地名］
欄に地番名を入力します。（この場合、地籍フォーマット2000には構成地番の属性は出ません） 

 

筆界未定地の登録手順は以上です。 
（次ページへ続きます） 

（イ） ［既存地番No.］または［既存地番名］に筆界未定地の構成地番を個数分入力します。 
（ウ） ［OK］をクリックします。 
 

地番管理の［筆界未定地］欄に
構成地番の数が表記されます。 
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④ 地籍フォーマット 2000 を作成する 

（ア）②の操作では、筆界未定地の構成地番は地番情報のみで登録しました。 
地籍フォーマット2000の［筆図形情報ファイル（pol）］［筆属性情報ファイル（atr）］にそれらを 
出力しない場合は「構成点が未登録の地番は出力しない」をONにします。 

（イ）地籍フォーマット2000の［筆界未定構成筆属性情報ファイル（und）］には、構成地番に登録した 
属性を出力します。 

 

地籍フォーマット2000の作成手順は以上です。 

※下図はundファイルをテキストエディタで表示した例です。 
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特殊編集について 
［特殊編集］には便利な機能が用意されています。 
その中から［地番結線登録］と［入力方法変更］について紹介します。※詳しくはヘルプで確認してください。 
 
■地番結線登録 
  地番の間に線を引き地番を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■入力方法変更 
  地番構成点の入力方法を変更します。 
初点の構成点はそのままです。図面作成時の距離値の表示位置をそろえるときに有効です。 

測点をクリックして結線
（青色）して閉合し、右
クリック［OK］します。 

処理を指定します。 

入力方法を変更する
地番を選択します。 
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構成点チェックについて 
［地番編集］グループ－［構成点チェック］で対象地番を指定し、隣接した構成点があるかどうかや、重複した地番が 
あるかどうかなどを検索し、登録・編集・削除などの処理が行えます。※詳しくはヘルプで確認してください。 
 

地番属性 CSVについて 
［データ読込み］グループ－［地番属性CSV］で、CSV・TXT形式ファイルやクリップボードから地番の属性データを読み
込みます。※詳しくはヘルプで確認してください。 

チェック内容に応じて 
タブを切り替えます。 

現場プロットで範囲選択して 
対象地番を指定します。 
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9-3 地番プリント 

［地番管理］から地番プリントを作成します。 

■計算書を作成する 

 メインメニューから［地番管理］をクリック 
します。 

 

 

 

 

 

 計算書を作成する地番を選択します。 

 

［計算書作成］をクリックします。 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計算書のグループやタイプなどを設定します。 

 

［OK］をクリックします。 

3 

4 

1 

2 

5 

6 
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一筆座標面積計算書の作成について 
［地積測定］の計算書作成で「一筆座標面積計算書」が作成できます。 
 
 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

［作業の選択］タブをクリックします。 

 

［地積測定］をクリックします。 

 

［新規作成］をクリックします。 

 

［計算書作成］をクリックします。 

 

 

 

 計算書グループは「地積計算簿」を選択 
します。 

［プレビュー選択］をクリックします。 
 

 

 計算書タイプで「タイプ 5」を選択します。 
 

 「一筆座標面積計算書」であることを確認して
［OK］をクリックします。 

7 

8 

「タイプ5」が「一筆座標面積計算書」に
該当します。 
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地番をグループ化して地番プリントを作成するには 

［グループ化］は、字・所有者・地目ごとなど、地番管理で入力した情報で分類し、図面や計算書作成時に利用できる
機能です。「地目1」「所有者1」でグループ化する例で説明します。 
 
 

［グループ編集］タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 1 つ目の分類項目と［昇順］か［降順］か
を選択します。 

 

 2 つ目の分類項目と［昇順］か［降順］かを
選択します。 

 

 グループ化された地番の［昇順］か［降順］
かを選択します。 

 

［最新情報に更新］をクリックします。 

   地目ごとにグループ化して表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地目グループ［宅地］をクリックして確認 
します。 

 

グループ化された地番を選
択して、計算書や図面作成
に進めます。 

1 

2 4 3 

5 

6 
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■作業データを閉じる 

［共通］タブをクリックします。 

 

［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

［保持］をクリックします。 

   計算書の作成元である［地番管理］が表示さ
れます。 

 

 

 

 

［測量計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［地番プリント］をクリックします。 

   地番プリントの作業データが作成されていること
を確認します。 

［地番プリント］の作業データを新規作成して計算書を作成する 
［測量計算］－［地番プリント］の作業データを新規作成して計算書を作成できます。 
 
 

1 

2 

3 

5 

4 
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10 地籍計算・CAD（F2-2・G工程） 

10-1 図郭の配置 

地籍計算・CAD（F2-2・G工程）について説明します。 

地番が存在する部分に図郭を配置します。 

［地番管理］をクリックします。 
 
［地番専用（地番管理）］タブ－［地番編
集］グループ－［図郭］－［配置］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
［作成する図郭の縮尺］を選択します。 

 ここでは、［1/500］を選択します。 
 
［作成条件］は［地番を含む図郭のみ］を
選択します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
［開始番号］に［A］と入力します。 

 
［適用］をクリックします。 

 
［地図番号プレビュー］で変更したい地図番号
を選択します。 

 ここでは、［C］セルをクリックします。 
 

2 
1 

3 

4 

5 

7 6 

8 
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［開始番号］に［E］と入力します。 

 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
 

［OK］をクリックします。 
地番が存在する部分に図郭が作成されます。 

 
 
 

9 

上下の三角ボタンで番号を
切り替えることができます。 

選択したセル以降の 
地図番号が変更されます。 

10 

 

11 

現場プロットで図郭が配置された
ことが確認できます。 
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地番の大字・字より、自動で外周線、字界線を作成します。 

10-2 外周・字界の自動作成 

［地番編集］グループ－［外周］－［外周・
字界の自動作成］をクリックします。 

 
 
 
 
 

 外周線の行政界の種類を選択します。 
 
［作成］をクリックします。 
外周線、字界線が自動作成されます。 

 

2 

3 

1 

現場プロットで外周線、字界線が自動
作成されたことが確認できます。 
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CADを起動して、地籍図を配置します。ここでは筆界点番号図を作成します。 

10-3 地籍図の配置（筆界点番号図の作成） 

［現場］をクリックします。 
 

［CAD］をクリックします。 
 
［新規作成］をクリックします。 

 
［図面配置］タブをクリックします。 

 
［配置］グループ－［地籍図］－［地籍図
スタイル］をクリックします。 

 
 
［読込み］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「出荷時設定（筆界点番号図）」を選択 
します。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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10 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［配置］グループ－［地籍図］－［地籍図
配置］をクリックします。 

 
 
 
 
 

［文字よけ］［回転］のチェックをオンにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

9 

11 
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［対象外地番］タブで対象外の地番を設定し
ます。 

 
［図根点］タブで図根点を確認します。 

 
［作成］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 13 

14 

図郭ページが作成されて筆界点番号図
が作成されます。 
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地籍図スタイルを変更して、地籍図に変換します。 

10-4 地籍図に変換 

1 

［配置］グループ－［地籍図］－［地籍図
スタイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 

［読込み］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「出荷時設定（地籍図）」を選択します。 
 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2 

3 

4 
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［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

6 

5 

全図郭ページが地籍図に変換されます。 
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地籍図に注釈を入力します。 

10-5 注釈の入力 

［専用作図］タブをクリックします。 
［地籍図専用ツール］グループ－［注釈］をク
リックします。 

［重なり抽出］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［保持］をクリックします。 
CAD画面が閉じて、メインメニューに戻ります。 

 

5 

1 

2 

3 

 4 
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地積測定を起動して、地積測定成果簿を作成します。 

10-6 地積測定成果簿の作成 

［地積測定］をクリックします。 
 

［新規作成］をクリックします。 
 
 
 
［計算書］グループ－［計算書作成］をクリック
します。 

 
 
 

 各項目を設定します。 
 ここでは、以下のように設定します。 
 ［計算書グループ］：地積測定成果簿 
［計算書タイプ］： 

【R5年度版記載例】地積測定成果簿 
 
［OK］をクリックします。 
地積測定成果簿が作成されます。 

2 

3 

1 

4 

5 

地積測定成果簿が作成されます。 
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地積測定精度管理表を作成します。 

10-7 地積測定精度管理表の作成 

［専用コマンド］タブをクリックします。 
 
［計算書］グループ－［計算書作成］をクリック
します。 

 
 

 各項目を設定します。 
 ここでは、以下のように設定します。 
 ［計算書グループ］：地積測定精度管理表 
［計算書タイプ］： 
【R5年度版記載例】地積測定精度管理表 

 
［OK］をクリックします。 
地積測定精度管理表が作成されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
 

1 

3 

4 

地積測定精度管理表が作成されます。 

地積測定精度管理表が作成されます。 
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 画面右上の［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

［保持］をクリックします。 
地積測定画面が閉じて、メインメニューに 
戻ります。 

 
 
 

6 

 5 
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 11 CAD（基本操作） 

11-1 CADの画面構成 

CADの画面構成、編集の基本操作について説明します。 

クイックアクセスツー
ルバー 

使用中のコマンドに関係なく、クリックするだけでそのコマンドを実行します。 
クイックアクセスツールバーは、［▼］ボタンでカスタマイズできます。 

タブ・リボン リボンは、タブとグループで構成されています。 
作業内容に応じて必要なコマンドがグループ化されてリボンにまとめられ、リボンがタブでまとめられています。 
 
よく使うコマンドは、［ホーム］タブにまとめられていますが、［お気に入り］タブに追加することもできます。 
 
●［お気に入り］タブ－［追加編集］をクリックして追加する方法 
 
 
 
 
 
●コマンドを右クリックして追加する方法 

 

 

 

 

1 

2 3 

右クリック 

CADの画面回りの機能を説明します。確認がしやすいように背景色は白に設定しています。 
 

右クリック 

1 

6 

8 

9 

2 

3 

5 

7 

4 
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コマンド検索/実行 コマンドを検索し実行します。 
ヘルプ・FAQ の検索をします。空白で区切ると AND 検索します。 

インプットバー データ選択・入力・編集時に、CAD 画面上（下）に表示される設定項目をインプットバーといいます。 
インプットバーは、インプットバー内で右クリックして表示される［下に表示］、または［上に表示］で 
CAD 画面の上下どちらかに配置します。 
 
●データ選択時のインプットバーでは、選択対象をボタンで切り替えます。 
［詳細］で対象要素を設定します。 
 
 
（↑選択状態の場合） 
 
●データ入力・編集時のインプットバーでは、表示項目を設定し、データを入力・編集します。 
 
 
（↑線入力の場合） 
 
 

プロパティ プロパティ右上の        をクリックするごとに、常に表示する・しないを切り替えます。 
のときは、プロパティバーの上にマウスポインタをのせる（マウスオーバーする）とプロパティ部分が 

表示されます。 
 
 
 
 
 
 
◢ 表示・入力 
表示・入力モードを設定します。 
 
◢ ピック・選択 
ピック・選択モードを設定します。 
 
◢ 属性 
共通属性で入力時の要素の属性を設定します。 
CAD 上で選択されている要素の属性を訂正することもできます。 
 
 
 
 
 
 

ポップアップメニュー CAD 画面上で、マウスを右クリックして表示します。 

［汎用作図］［データ編集］［設定］タブのコマンドなど、特に頻繁に使用するコマンドが用意されて 

います。 

コマンドの履歴は初期状態では 5 つまで表示されます。 
表示する履歴数は［設定］タブ－［モード］グループ－［カスタマイズ］の［共通設定］ボタンで変更

できます。 

 

4 

5 

6 

7 
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ページタブバー CAD 画面下（上）に表示されます。 
タブをクリックしてページを切り替えます。 
プレビューで確認も可能です。 
ページを追加・削除できます。 
詳細は下の補足を参照してください。 
 

ステータスバー 現在実行されているコマンド名と次に行う操作手順、用紙、座標系、ページ、測地系などを表示します。 
 

8 

9 

ページを追加・削除するには 
ページタブバーのアイコンで、ページを追加・削除できます。 
 

［表示］タブ［ページ］グループ－ 
［ページ一覧］からもページ操作できます。 

 

［ページ：挿入］：表示されているページの前に、ページを追加します。 
［ページ：削除］：表示されているページを削除します。 
［ページ：一覧］：ページを一覧表示して、表示するページを選択します。 
 

●ページタブをドラッグして、ページを移動します。 
 
 
 
 
 
 
●Ctrlキーを押しながらページタブをドラッグすると、ページを複写します。 

+ 
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11-2 CADの画面操作 

拡大・縮小など、CAD の画面操作について確認します。 

■両ボタンドラッグによる画面操作 

ドラッグ方向 画面操作 
右下 拡大 

右上 全体（原図範囲） 

左下 前倍率 

左上 縮小 

動かさない シフト（表示移動） 

 
 

【ドラッグ方向と画面操作の関係】 

画面の拡大・縮小といった操作を素早く行えるよ
うに「両ボタンドラッグ」を採用しています。 
両ボタンドラッグとは、マウスの左右ボタンを同時に
押したまま、マウスを移動する操作方法です。 

全体 縮小 

拡大 前倍率 

シフト 

■画面を拡大する 
拡大したい範囲の左上でマウスの左右のボタンを
同時に押し、そのまま右下方向へドラッグしてボタン
をはなすと、指定した範囲が原図範囲いっぱいに
表示されます。 
 
 
 
 
 

■画面を縮小する 
マウスの左右のボタンを同時に押し、そのまま左上
方向へドラッグしてボタンをはなすと、画面の中心を
基準に縮小されます。 
 
 
 
 
 

■画面を前倍率に戻す 
マウスの左右のボタンを同時に押し、そのまま左下
方向へドラッグしてボタンをはなすと、1 つ前の表示
範囲に戻ります。 
 

拡大 

縮小 

前倍率 

はなす 

左右のボタンを 
押したまま 

動かす 
（ドラッグ） 
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■画面を移動する（シフト） 
マウスの左右のボタンを同時に押し、動かさずに 
そのままはなすと、その位置に画面の中心が移動し
ます。 
 
 
 
 
 

■全体を表示する 
マウスの左右のボタンを同時に押し、そのまま右上
方向へドラッグしてボタンをはなすと、原図範囲に設
定されているエリアが画面いっぱいに表示されます。 
 
 
 

シフト 

全体 

■その他の方法 

両ボタンドラッグの他に、マウスホイールを利用して
画面を操作できます。 
 
■マウスホイールで拡大・縮小 
マウスの位置を中心に、マウスホイールで拡大・縮
小できます。 
 
 
 
 
■マウスホイールで画面移動 
マウスホイールを押したまま、マウスを動かすと画面
を移動できます。 
※マウスによっては、マウスホイール操作ができない
場合もあります。 
 

上（奥）に転がすと拡大 下（手前）に転がすと縮小 

ホイールを上から押したまま、見たい方向と
は逆方向にマウスを動かします。 
ホイールを押したままの状態のときは、 
画面上のマウスは   で表示されます。 
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11-3 ピックモード 

線や文字を入力する場合、ピックモードを使い分けると、正確で効率的な操作を行えます。 

ピックモード 

 マーク マウスでクリックした位置に 1 番近いプロットマークの中心点をピックします。 

 交点 マウスでクリックした位置に 1 番近い交点をピックします。 

 端点 マウスでクリックした位置に 1 番近い端点をピックします。 

 グリッド マウスでクリックした位置に 1 番近いグリッドの交点をピックします。 

 フリー マウスでクリックした位置をピックします。 

 4 半円点 マウスでクリックした位置に一番近い円（円弧）の 4 半円点をピックします。 

 線上 マウスでクリックした位置に 1 番近い線上をピックします。 

 中点 マウスでクリックした位置に 1 番近い線の中点をピックします。 

 中心 マウスでクリックした位置に 1 番近い円（円弧）、または楕円（楕円弧）の中心をピックします。 

 

4 半円点 

使用例 

現在のピック情報 
（解説図は交点をピック） 

マウスポインタ マウスカーソル 

［表示・入力］［ピック・選択］の表示について 
［表示・入力］［ピック・選択］のアイコンは、よく使うものを
表示しています。 
変更する場合は［設定］ボタンまたは右クリック［設定］の
［モード設定］で行います。 
 
 

右クリック 

上図のようなピックモードがあり、ピックモードをオンにすると 
ピックしたい場所の付近にマウスポインタを移動するだけで、
任意の位置をピックできます。 
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11-4 選択モード・選択対象 

データを選択する場合、選択モードを使い分けると、正確で効率的な操作を行えます。 

選択モード 

 ポイント クリックしたデータを選択します。 

 クロス 2 点間上に交差するデータを選択します。 

 矩形イン 対角指定した矩形範囲内のデータを選択します。初期値は［矩形イン］がオンです。 

 矩形タッチ 対角指定した矩形に交差するデータ、および矩形範囲内に囲まれているデータを選択します。 

 多角形イン 領域指定した多角形内のデータを選択します。 

 多角形タッチ 領域指定した多角形に交差するデータ、および多角形内に囲まれているデータを選択します。 

 フリーハンド マウスで描いた軌跡上に交差するデータを選択します。 

 フリーハンドイン マウスで描いた軌跡上の領域内のデータを選択します。 

 フリーハンドタッチ マウスで描いた軌跡上の領域に交差するデータ、領域内に囲まれているデータを選択します。 

 全選択 要素別に全てのデータを選択します。 

 属性選択 属性別の階層毎にデータを選択します。 

 パック指定 
図面上のデータを選択する際、選択対象データをパック単位にするか、しないかのモードを切り替えます。 
詳細は次ページの補足「パック指定について」を参照してください。 

 要素属性で再選択 選択対象にする属性を設定します。 

 
図面配置された要素
を非選択 

図面配置時に配置された要素を選択しないようにする場合は、オンにします。 

 
ここでは［矩形イン］［多角形タッチ］の操作を説明します。 

■表示モードについて 
表示モードの変更を行う場合には、前ページの補足「［表示・
入力］［ピック・選択］の表示について」を参照してください。 

■矩形イン 
対角指定した矩形範囲内のデータを選択します。初期値は［矩形イン］がオンです。 

■多角形タッチ 
領域指定した多角形内のデータ、および多角形に交差するデータを選択します。 

右クリック 

ドラッグで選択 

［ 矩 形 イ ン ］ は
［ポイント］と同時
に使用できます。 
※クリックしたときは
［ポイント］選択に
なります。 
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また、インプットバーの［選択対象］と組み合わせることで選択対象をさらに絞り込むことができ、効率的な作業が行えます。 

選択対象 

 文字 

文字のみ選択対象とします。 
ボタン選択時、［文字選択］のリストボックスが表示されます。 
［自動］：選択した要素が文字列であればそのまま選択、線やマークであれば 

関連する文字列を選択します。 
［文字］：文字のみ選択します。 
［線］ ：線を指定することで、関連する文字列を選択します。（例：辺長など） 
［マーク］：マークを指定することで関連する文字列を選択します。（例：点名など） 

 マーク プロットマークのみ選択対象とします。 

 線 線のみ選択対象とします。 

 円 円のみ選択対象とします。 

 自由曲線 自由曲線のみ選択対象とします。 

 全要素 全ての要素を選択対象とします。 

 詳細 選択対象を複数設定することができます。 

 カスタマイズ 「インプットバー選択」に表示する選択対象ボタンや並び順を設定します。 

 ラスタ・写真 
［ラスタの領域を選択対象とする］：ラスタの領域を選択対象にする場合にオンにします。 
［ラスタの枠を選択対象とする］：ラスタの枠を選択対象にする場合にオンにします。 

 

矩形イン 

ここでは［選択対象：文字］［矩形イン］の操作を解説します。 

■選択対象 （文字のみ選択対象）+ 
 

文字列 文字列 
ドラッグで選択 

パック指定について 
［選択モード：パック指定］をオン   にすると、［パック］－［入力］でパック化されたデータやシンボル、ハッチング、
Mercury-LAVISで作成した表などの一部を指定するだけで、パック内のすべてのデータを選択します。 
 
 ＜シンボル図形＞ ＜ハッチング要素＞ 

＜表＞ 

＜パック化したデータ＞ 
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11-5 よく使うデータ編集コマンド 

［ホーム］タブで選択できるデータ編集のコマンドのうち［移動］［削除］［複写］［伸縮］［移動・回転］ 
［線伸縮］について説明します。 

■移動 

■削除 

■複写 

［ホーム］タブ－［データ編集］グループ－
［移動］をクリックします。 

 

 移動するデータをクリックします。 
 

 移動元の基準点をクリックします。 
 

 移動先の基準点をクリックします。 
 

2 

3 

4 

1 

［ホーム］タブ－［データ編集］グループ－
［削除］をクリックします。 

 

 削除するデータをクリックします。 

1 

2 

1 

2 

3 

4 

［ホーム］タブ－［データ編集］グループ－
［複写］をクリックします。 

 

 複写するデータをクリックします。 
 

 複写元の基準点をクリックします。 
 

 複写先の基準点をクリックします。 
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■伸縮 

■移動・回転 

［ホーム］タブ－［データ編集］グループ－
［伸縮］をクリックします。 

 

 伸縮するデータをクリックします。 
 

 インプットバーで［マウス指定］するか 
［キー入力］するかを選択します。 
 

 伸縮の基準点をクリックします。 
 

［伸縮比率］を入力します。 
 

［OK］をクリックします。 
 

  

［ホーム］タブ－［データ編集］グループ－
［移動・回転］をクリックします。 

 
 移動・回転するデータをクリックします。 

 
 移動元の基準点をクリックします。 

 
 移動元の方向をクリックします。 

 

 移動先の基準点をクリックします。 
 

 移動先の方向をクリックします。 
 

  

1 

伸縮比率に応じたサイズに
変更されます。 
 

2 

マウス指定について 
数値ではなく、マウスで伸縮することができます。 
※［ホーム］タブ－［移動・回転］でインプットバーの［伸縮］をオンにすると、移動・回転・伸縮を同時に行えます。 
 
 
 
 
 
        （データ選択後） 

4 

3 

5 

6 

2 1 3 

1 

2 3 

4 

5 

6 
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■線伸縮 

［ホーム］タブ－［データ編集］グループ－
［線伸縮］をクリックします。 

 

 伸縮する線を選択します。 
 

 インプットバーで［追加］するか［変更］するか
を選択します。 

 

 伸縮する端点をクリックします。 
 

 伸縮位置をクリックします。 
 
 

1 

3 

2 

4 

5 
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11-6 マウス操作での編集 

移動、複写、削除などはマウス操作だけでも行えます。 
個別訂正や、一括訂正はマウス操作のみとなります。 

■データを個別に訂正する 

選択したデータの入力値や、属性を個別に訂正します。 
選択したデータの種類により、表示される［プロパティ］が異なります。 

＜データ未選択時のプロパティ＞ ＜文字選択時のプロパティ＞ ＜線選択時のプロパティ＞ 

ここでは「線を矢印に変更する」「文字のサイズを変更する」操作を解説します。 

■線を矢印に変更する 

 訂正対象の線を選択します。 
 

［プロパティ］－［矢印］の 
［始点側］［終点側］の矢印の種類を 
変更します。 

1 

2 

矢印のサイズは［設定］タブ－
［共通設定］の［環境設定］
ボタンをクリックして表示される 
［線端］で変更できます。 
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■文字のサイズを変更する 

 訂正対象の文字を選択します。 
 

［プロパティ］－［フォント］の［サイズ］を 
変更します。 

1 

文字の内容を訂正する場合は、訂正対象の文字をダブルクリックしてください。 
［プロパティ］－［文字］－［文字列］にカーソルが自動的に移動します。 

複数のデータを連続して個別訂正するには 
複数のデータを選択して、［プロパティ］－［個別］をクリックすることで、選択したデータを連続して個別に訂正できます。 
 

1 

 連続して個別に訂正するデータを選択 
します。 

 

［プロパティ］－［個別］をクリック 
します。 

 

［プロパティ］で項目を変更します。 
 

［プロパティ］－［次へ］をクリック 
することで、選択したデータを連続して 
訂正できます。 
訂正を中止する場合は、CAD 上の 
任意の位置をクリックしてください。 

2 

2 

4 

3 
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■データを一括で訂正する 

選択したデータの入力値や、属性を一括で訂正します。 
ここでは「一括で線種を変更する」「一括で文字のサイズを変更する」操作を解説します。 
これらの作業は、選択を解除しない限り、続けて操作できます。。 

■一括で線種を変更する 

 一括訂正対象のデータを選択します。 
 

［プロパティ］－［共通属性］の 
［線種］を変更します。 

■一括で文字サイズを変更する 

 一括訂正対象のデータを選択します。 
 

［プロパティ］－［文字属性］の 
［サイズ］を変更します。 

1 

1 

2 

2 

詳細な一括訂正について 
一括訂正対象のデータを選択しプロパティの［すべて］を対象の要素に切り替えることで詳細な一括訂正が可能です。 
※以下はプロパティの［すべて］を［塗潰し］に変更した例です。 
 
 

1 2 
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■データを移動する 

 移動対象のデータを選択します。 
 

 データの真ん中にマウスを合わせて、移動先ま
でドラッグします。 

■データを削除する 

 削除対象のデータを選択します。 
 

 キーボードの Delete キーを押します。 

■データを複写する 

 複写対象のデータを選択します。 
 

 データの真ん中にマウスを合わせて、キーボード
の Ctrl キーを押しながら、複写先までドラッグし
ます。 

■線を伸縮する 

 伸縮する線を選択します。 
 

 線の端点の○にマウスを合わせて Shift キーを
押しながら伸縮先までドラッグします。 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

2 

1 

線の端点の○にマウスを
合わせてShiftキーを押し
ながら伸縮先までドラッグ
します。 
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11-7 ヘルプの表示 

ヘルプの表示方法について確認します。 

■リボンの機能のヘルプを確認 

 削除対象のデータを選択します。 
 

 キーボードの F1 キーを押します。 

■ダイアログのヘルプを確認 

 ダイアログ右上の「？」をクリックします。 

キーボードの F1 キーでヘルプが確認できます。 

■検索ボックスでヘルプを確認 

 リボン上部にある検索ボックスに、探したい機能
や項目の名前を入力します。 

 

［「～」をヘルプ・FAQ から検索］をクリック 
します。 

2 

1 

1 

1 

2 

CAD では、検索ボックスに探したい機能や項目
の名前を入力するだけで、ヘルプ以外に、該当す
るコマンドが一覧で表示されます。 
該当する作業をクリックすることで、コマンドが実行
されます。 
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11-8 印刷 

図面を印刷します。 

［ファイル］タブをクリックします。 
 

［印刷］をクリックします。 
印刷プレビューが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 印刷部数、プリンター名、用紙や印刷範囲などを
設定します。 

 

［印刷］をクリックします。 
 

3 

4 

1 

2 

クイックアクセスツールバーの［印刷］を
クリックして印刷できます。 
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［印刷プレビュー］タブ－［出力設定］の［線 1］［ペン］［補正・ラスタ］タブについて 
 
 

■［ペン］タブで印刷時に使用するプリンター側のペンに関する設定を行います。 

■CADで表示されている線種と印刷した線種がイメージ通りでないときは［線1］タブで線種ごとのピッチを変更します。 

■［補正・ラスタ］タブで、出力データの縦・横方向の伸縮率（％）、ラスタデータに関する設定を行います。 

 

カラープリンターを使用して、現在表示されているデータ表示色の
ままカラー印刷するときは、［CAD設定色で印刷する］のチェッ
クをオンにします。 
［色］セルの設定色で印刷するときはオフにします。 

※線種の間隔のイメージ 

CADの［設定］タブ－［ペン設定］で設定した線幅を使用す
る場合は［CAD線幅を使用する］のチェックをオンにします。 
オフの場合は、［線幅］セルの線幅で出力します。 

図面と伸縮サイズから用紙を自動選択する場合は、［用紙を
自動選択する］のチェックをオンにします。 
正確に倍率を指定する場合には［固定倍率］や［任意倍
率］のチェックをオンにして倍率を設定します。 

ラスタデータをメモリ上でビットマップ化して出力する場合は、 
［ラスタをビットマップ化して出力する］のチェックをオンにします。 
ラスタデータの一部が抜ける、非常に時間がかるなどの場合は、
この設定を変更してみてください。 
また、PDFに出力する場合で出力が極端に遅い、出力できな
いなどの場合は、チェックをオフにしてみてください。 
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印刷範囲の設定について 
［ファイル］－［印刷範囲の設定］で印刷範囲を設定して、必要な範囲のみ印刷できます。 
 

［ファイル］タブをクリックします。 
 

［印刷範囲の設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［範囲指定］で「サイズ指定」を選択して 
［用紙サイズ］でサイズ、向きを選択します。 

 

［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 印刷範囲の基準点をクリックします。 
 
 

3 

4 

5 

2 

1 
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